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レールの上でも退路でも走行できLかもけんリl作

梗 概

原 田 輝*
Yoshiteru Harada

る軌条,退路l柳†jけん引車力混成Lたしこ この卓両

はわが国でも前例がないので設計にあた1)てほ独自の機構を各所に織り込んだ｡目下耐久試験をかねて日立製

作所笠戸工場で車両の入換に実用しているが,結果が良好なので構造を｢ト山ここの車両の紹介をする｡

第1表 軌条,遺跡l･り用けん引率主仕様

1.緒 言

同一レール上にある多くの申両を2～3両くらいザ川■t位で一定距

離ずつ移動させるという作業ほ,車両によりあ

ている作業場,申両の組立,修

る つな行を業作れ

,検査を流れ作業的に行なう車両l二
場,操車場などに欠かせぬ問題である｡これを人力で行なうとすれば

相当の労力と時間とを要し,また地上設備によi)機械的に行なうと

すれば大きな設備 を要する〉.このような場合の作業合理化をねら

ったのが軌条,道路両用けんづ悼であり,レール上と道路上を走行

できるので同一レール上でも他の車両がじゃまになることなく,道

路を介してレール上の任意の点に移動し,そこで必要卓耐のけん引

を行うものである｡またこの車両は道路を走行できるので分岐

点にもどることなく他のレールへも進入でき,このため1両のけん

引申で多くのレール上におけるf二記のようなけん引作業を受持つこ

とが可能である｡さらにこのけん引車ほ道路上走行時にも大きなけ

ん引力を有するので道路車両のけん引作業にも威力を発揮するもの

‥

●
､

この車両ほ今回日立製作 作したものがわが国で最初であ

り,今後各方面での活用が期待される｡

2.概 要

本けん引車は構造を弟1図に示すように,同一車両に4個のゴム

タイヤ車輪とこれと虐角方向の4個のレール用鉄製車輪とを兼備L

ており,油旺によりレール用事輪中軸を上下Lてレール上でも道路

上でも走行しけん引作業が行えるようになっている｡弟2図にレー

ル車両としての状態,第3図に道路申■向としての状態を示し,また

主仕様を舞l表にホす-.

道路車輪とレール車 の配躍は平行の場合も考えられるが,こう

すると道路,レール札真二の兼入の際にレールの乗越が非常にむずか

しくなり道路車輪ほ相当両径の大きなものにしなければならない_ノ

これに対して両車輪の配繹を直角にしておくとレールの踏切がうま

く利用できることになる.Jすなわち踏切道路はレールの高さまで地

面が盛上げてあるので卓輪配置が直角になっているとレールまたは

道路へそのまま車両が移動でき相互の粟入が非常に容易になる｡

3.1車

車体は鋼板熔接

3.各 部 構 造

体

で,台わくと鋼体はポノしト付になっており,ま

た鋼体は運転室とエンジン室に分離できるようになっている｡運転

室ほ道路車両進行方向に向って取イ寸いているが,これほレール車内

として走行する際には車輪フランジとレールとの関係により車両進

行方向が規定されるため運転壬封こおいては動力の制御だけをすれば

*l半打製作所笠戸_~｢場
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(1)車 両 要 事!

全 長 t通路進子fノ〟車

全 幅(:レール進行方向)

全 高(レ〉ル上走行時)

レーール卓輪の軌間

レール車輪の軸距離

退路車輪の軸距離

道路車両前軸トレッド

道路車両後軸トレッド

jl 重

し2)性 能

最大けん引力

レ ー ル 上

道 路 上

速 度

レ
ー ル 上

道 路 上

約道路上最小回転半径

(3)エ ン ジ ン

排
準

形
絵
二
標

(4〕 けん引

式
量
力
置

気
出
装

レール車両側

道路車両側

2,710mm

2,470mm

2,550mm

l,067mm

l,115mm

l,800mm

2,200mm

2,150mm

約5t

約1,200kg

約1,100kg

約20km′/h

約10km/h

約5.8m

トリツソダ
ガ

用C形

988cc

21PS/2,700rpm

ピンリンク式

フック式

よく,かじ取の必要なのは道路車両として走行する場合だけである

ことに着日したものであるし)

同一車両にレール車輪と道路車輪とを兼備し縦掛こ走行する関係

上,車体は道路車両とLてながめた場合普通の自動車などに比べて

非常に幅広い感じを受けるが,道路車向としての寸法は｢道路運送

車い1亘の保安基準｣を満足しており,またレール車両として走行する

場合の進行方向の断面寸法ほ｢`地方鉄道車両限界_｣に納まるように

設計されているこ

けん引装置はレー′し申両側がピンリンク式,道路車両側がフック

式になっている_.

3.2 動力伝達装置

弟4図に動力伝達装置を示すが前述のように卓両の寸法制限があ

るので設計的に苦心した｡‥.

3.2.1エ ン ジ ン

本車両の計抑こあたってレール上でのけん引力ほ,重量40tの

申両3両,合計重量120t程度を日 に考えた｡引出抵抗を10kg/t

とすれば所要けん引力は約1,200kgになり,これと途中の減速条

件, 速,機械効 などをあわせ考えるとエンジンは標準出力で

20PS程度のものが必要になる｡一方エンジンは保守の面から部

品入手が容易でアフターサービスの期待できるものでなければな

らない｡このような観点から 産のエンジンを種々 査したが,結

ノ訓=l産日動車株式会社のダットサン用C形ガソリンエンジンを採

用することにした二.弟5図にエンジン惟能曲線を示すし,申両へ構
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載の際i･こはガ/ミナ私版付け慄準H力21PS/2,70Orpl一一で便川する

ようにした

3.2.2 変 速 機

適転の触からトルクコンノ∴タの利用も考えたが,†曲格の帆

.卜述の､十法制限などの関係から結后‖∴記ダットサンエンジン川の
変速機を良さ方向に一-･酢改造して使用することにした エンジン

と運転L;ミとの関係でリモートコントローノLの必要かお,るのでこの

形の変速隊糾1=jいじが,変速比は/~/)ぎのと-bりでお〉るこ.

1速 2墟 3速 巾結 後退

ノ1.94 二王.01 1.7:i l.00 6.46

3.2.3 切替減速機

本車両ほレーー′し車両および道路車両はLて使用するの-･∴:､エンジ

ンか左の動ノ｣ほ途lいでそれぞ付こり｣伴える必要カーこぁる.U｣棒減速

機はこの効ノル)リ｣拝と,レー′L~仰･汗iよび道路中宮けしてけん引

に必要な滅

舟板

とをあわせfj二なJ)人とするヰ)しり▼∴ら､り,数多く-ハ射

るてれ彗｣ 入力酬と州ノ州半ハ位frレン■用ド里隠れているか

これは機灘摘即乍卜必要な]■法でお)り,町脚戒 機は同時にオソセ

トの酎-1もなt-〔いるのでぁる〕歯小がH段にも並んでいるの

で油ボン｢ノに.ト),桂川圭･‡軒受の潤滑キけた十ているが,こ√ハ漱
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け ん 革

速機に,Fゴ(ナる減速比ほつぎのと二hり-こふる｡
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第3【ヌ】道路斗両としてのL~嘲1川-ん引中
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3.2.4 差動減速毒幾

りJ~棒減速憐から取出された道路車両側動ノ]はゴム継手む経て差

入力軸カップリング■ !ノー･■ト垂直出ノ_ノ柚子ェーーンホイル
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動減速機に坐る=.本草両は第l図に示すようにレール車輪を車体

l与側に入れて道路申輪を外側に出しているので道路車両としての

トレッドは大きい｡したがってこの年に小卜車)をきかす

た捌こは道路車両用後車軸には差動装椚が必要になって

くるこ 差動滅
L
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のエンジン,変速機との関係

もふって口座自動申製のニッサンキャリヤ4W72用のも

のをハウジングその他を改造して便川したが,減速比ほ

6:15でお)る｡

3･2.5 鎖歯車装置

し.】′し川中輪中抽は後適のように軸箱も畑こ沿って油

圧シリンダで中体に対し上下するので,動力伝達機構は

この変化に対応せねばならない｡そこで本中仙こおいて

はこれに対処するため弟る図に示すような鎖による動力

k連機構せ採川したし)切替減速機のレール巾両出力帥こ

は掛トを肘､川~,この中心はレール川中輪の油附こよる

卜下ノノ向移動量に対する垂直二等分線上にあり,かつこ

の顕車とレー′し川中輪車軸の釦車を結ぶ耕の長さは油虹

シリンダのストロークに対して十分大であるように小心

カ〉r)ji■`寄せてその-､ヒ躍を選定Lてあるし.､

こノ)エうな構造になノ,ているのでレーノL車両として鎖による励

ノ九豆達iイ十-)た後道路中l･l小こ切揮えるためレー′し用車輪中軸を中

仙こ対して持仁けるとL/ても,その途小の射出ま鎖により対処て

きしかも鎖のたるむ.量が少ないので鎖申からの脱落のおそれほな

いJまた退路申い1イの状態においてはレール車両のとき同様に再び

張ることになるので路面走行時の車両振動に対しても鎖脱落の心

配がない｡

またレール車軸同士も金削こよる結合を行っているがこれは車両

椚発時の軸垂移動に伴う粘着重量の減少を防止するためであり,

退路車輪配躍の関係からレール卓輪の軸距離が大きく取れない本

一車両の場合,これでけん引力を十分補償することができる｡
3.3 車輪切替装置

申輪切替の方法とLては道路車 を変位させる方法とレール車輪

を変位させる方法とか考えられるが,前者の場合はかじ取装置と動

ルk三連装置をこれに対処できる構造にLておかねばならない｡これ

に対し後者すなわちレー′L車輪を単体に対し変位させる場合には前

述のようにレールとレール車輪フランジとの関係でかじ坂のほうは

必要かなくなるので構造的に非榊こ有利になる｡このような観点か

ら木中両では後宮糾馴=ノ前記のょうな鎖による動力伝達機構を用

いと_-.

3,3.1軸 箱 装 置

レール車輪変位の方法とLては車体と軸箱との間にそれぞれ拙

け三シリンダを装備し,軸箱もりを射月としてこれでレール用車輪

車軸†呑了り~】二体に対Lて上卜させる方法をとった｡策7,8図にその構

造な示すが軸箱は特殊形状のものとL.その上部には円 形の空間

を｢没け,この中にコイルばねをそう人し,これにフランジ什油圧

シリンダを乗せ,油圧シリンダのピストンロッド先端は球面ブッ

シュを介して台わくとピン結合し,レール用事輪中軸で車体を保

持できるようになっている｡道路車両として使用するための車輪

切替時にほ油圧シリンダが車体に対しでと昇するが,このときは

シリンダのフランジと軸箱の_1一二面カノミーとが接触しこれでレール

用事輸車軸の重量がささえられることになる｡

このように垂直方向の荷屯は軸箱もりを案内として油圧シリン

ダの油圧で支持されるが,けん引力は軸持と軸箱もりとの接触に

より仁三逢される､ノ

3.3.2 油 圧 回 路

上述の洲l~ミシリンダほ糾山箱ごとにあるので小輪切替叫掛こ車
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体が水平に上下するためには4他の油肛シリンダの作動速度が同

一である必要がある｡第9図に油忙｢11路岡をホすがこのたぜ)に虹

力補償器什 基調酪弁によるl刷馴回路が考慮されている､､油圧ホ

ソプには東京機器工 株式会社製べ-ンポンプを便刊し,リリー

フバルブの設定肛力は35kg/cm2以下としているし､

これでレール車両,道路車l叶相互への切件の際に車体は水-ヾドに

上~F▲することになり運転者に不安感を与えることはない

3.3.3 軸箱ロック装置

レール申向のときには油卜仁シリンダには油圧悠二･かけ,油滴かす

考慮して油任ポンプは常時運転を原用としているし､しかL道路か

両のときには逆にレール川中輪中軸を車体で保持すれはよく~膚ぷ:

条件的に楽なので,仙虹の代りGこ機械的にロックする構造にしたL･

弟7,8図にこのロ､リグ袈躍む侶記したが,先端にコロを〉つけた

レバーを軸符もりに取付けこれを′コイルばねで保持Lておき,し

-ル用申輪車軸か油圧で車体に対して持上げられ所定卜描かこくこる

と軸箱もりにあけられ七せ恢孔部かF_)こカー■が飛出し軸指をlこ仰山1､

ら保持するようにな･-ている.

4個の軸箱とこのロック装ir′■たとか所定の幾什川勺関係になる上

マイクロスイッチが作動し､jl施ミキ納にふる軸柏ロヅク知レせ畑
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第8図 レール車両時の軸箱装躍
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軸 節 装
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が点灯するようになっているので,運転者は運転席においてこの

状態を確認することができ,このとき油圧を切って機械的ロ､ソク

装抑こ切替えることになる｡退路車両として走行中もこの相和ロ

､ソク知らせ灯ほ所定状態では常時点灯し,運転中1組でも軸箱と

ロック装腔との関係が変ればこれが椚えるような配線になってい

るので,運転者はこれを見て安全に運転することができる｡

道路申両かちレール執if-卜叔咽えるとき,その油圧は中休重量

1i･保持できるだけの力を純一ー,ているのでレール車輪車軸保持用の

ロ､ソクはねの力より巨分大きい.したがってレール川中輪中軸は

軸箱下端でド､ソク装閏せ相関いてrl~i体に対して卜降し,シリンダ

に取付けられた/こ-が軸縮もi)に上裾rけられたスト､ソパに当るに

干るい弟8図にこ叫犬態を′jけが,ロック装置のコロはばね力で

軸箱の両≠面を押えるのでレー′しFl叫iとして走行する際に問題に

なる軸箱と仙箱も〔)間の摩耗な防≠することになり好都合であ

3.4 車体支持装置

卜j心のようにレーー′L･車両側Hl休友持装躍としては柚箱と湘]一三シリ

ンダフランンのl開にコールはJ汁考慮L_,これで普通の小形機関一申

/〔ムレ)振動特性な確保した.′

Lかし退路･伸行小二体~支持は,前述のよ力に動ノJk三通

矧晋にソ■l｣ベラ軸なそう人するだけの十法的倉桁がな

いノ)~√て三､,†卿≠速度か小さいこと,空歳入ゴムタイヤ〟

クッショソになることな考慮し,軸ばねなしの構造と

した..すなわら後欄側旧劇ノルミ連装腔の閻雁甘木･巨体

に国定Ll拍車軸は弟10図のような構造にした.:l前川一:

軸はその中央部で-ト体に対してビン糸.ri介されているの

で,この
一∴【.くと後｢輌】1の囲定二支持点と~たあJ-〕せ･十り1ご

は三点~身持されることになり路巾への迎姫け戸一拍巨でぁ

る.)

小巨両は前述のようにトレッドが大きいので中央友

持の道路側l拍車側1にほ大きな曲げモーメントがかか

る.=.また本巾l叶はレール小l■L■iのとき迫路中輪はノl附こ浮

くので卜述のような前中軸構造たと巾･柚が中央支持ピ

ンを中心にして似き道路･-ト輪かレール巾いlイとLての車

l両限界を胃すことになるし.第】0図の車中山,車休l朴乃圧

縮コイ′Lほねほこれらの問題働決のためにそう人した

ものであるが,これにより･棚1】は抑くて済ム紬圧シリ

ンダのストロ･【クも′｣＼さくて済んでいるリ

3.5 か じ月更装置

道路車両としてはかじ取装腔が必要であるが,この車両ほ調律♯_ミ

が抑l再転から離れていること,前小柳が小火ビン友持式にな一)てい

ること,タイヤ別11荷重が制令に大きいことなどのため弟11図にホ

すような独う■班鋸軋坑心≠傑向機構滋≠いじ.かじ収齢巾まゝ1欄神職

速,つづふウォーームおよびローラ式とL減 比な大きくとったが,

中速が小さいのでこれで卜分であり,最′卜州辰､仁子勤王票測で約5.8m

である｡

3.る 車輪と制動装置

3.る.1 レール車両側

レール申輪は直径460mmのマンガン鋳鋼製のものを使用して

いるが,埴輪卓軸ほ車体に対し大きく変位するので普通の車両の

ようi･こシェープレーキ方式が採用できない｡そこで舞4図に暗示

L.たように切替減速機の動ノブ切替戸_7主後のレール車両側動力伝達軸

に油圧式外締ドラムブレーキを取付けこれで制動を行なうことに

した｡

3.る.2 道路車両側

道路ヰ輪はレ〉′し申両の車両限非などの関係でできるだけ】i:i二径
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の小さいものがりほL-く,反1融けん引力補償の関係か

らなるだけ什折荷重の大きいものが要求されるし この

ような観点からゴムタイヤとLては7.00--12--12PRの

座業車両州のもの封む用したが,このタイヤは使用リ

ムが小さいので汗適の自動申のようにて】-iU動装旧せリム

の中に収めることができない｡そこで後車輪のリムか

らはみ出た状態で~軋通の自動車同様の油狂犬内締ドラ

ムブレーキを取付けた｡

塞か‥l和ま前述のようにレールサ両のときには常‖キュ

ンジンを駆励して仙=を発隼Lていな′:てほならぬの

で粧申するときほ退路巾巾の状態にぉいての克という

ことになる｡.したカ

必要なので_l二.訂仙=

のものとLてある(.

って通路廟妬こほ肛車ブレーキが

式ドラ∴ブレーキは丁ブレーキ什

3.7 運 転 装 置

運

姶43巻 第12-ぢ一

節111実l か じ 11豆 装 言責

前照灯り計1 ノ壱射

前言買灯卜頁1)､ !1･L!∵1上!〔

軍機器配置ほ弟12図にホすとおりであるれ二普通の自動車

とだいたい同様なので運転操作ほ熔易である｡特異点について述べ

るとつぎのとおりである｡

(1)道路ヰ両川とレール車両Ⅷのブレーキベタルがそれぞれあ

る｡

(2)レール車両のときほ油圧ポンプを駆動し,道路車両のとき

ほこれが不要になるので,油圧ポンプの切替レバーが取付いてい

る｡

二号罫重症1日J:ノーーートニクーノ:

-.申子塩
7′

-て
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節】21又l運 松 機 器 配 置

(3)レー′し車輪せ･ト休に対して上~FL車輪をレール用,道路用

に切替える転り(レバーが運転座席の側部についている｡

(4)切替減速機内の歯車を動かしエンジンからの動力をレール

車輪側,または道路車輪側へ切替える動力切替レバーが取付けて

ある｡

(5)前照灯ほ道路車両用として運転室の前方に2個あるほか,

レール車両用とLて側面にそれぞれ1個ずつ取付いており,運転

室内にこれの切替スイッチがある｡



●
い 路 両

(6)レール用申輪_中軸の機械的ロックに対する知らせ灯が/~~)い

ている｡

(7)llむ車はレー′L車輪から道路一車輪に切替えるときほ問題ない

が,道路申 からレーーノし車輪に切習えるとき(･こはレM′しl別命のフ

ランジがちょうどレーノしとうまくはまりf㌻う位置に車両を停≠せ

ねばならないので,車体下側部にレー′し車輪の位置を明示する転

中指示器がついている(第2図参照)〔∴運転者は この転

中指ホ器をながめレールとの関係をR測で合かせて車輪切替位腔

左決定する｡この転中指ホ器ほ同時にレール車両の場合の排障

私 道路

ノ.上すものである

ヤノ､ンクiこ対するストソパの役キ

4.実 用 試 験

以上軌条,道路両用けん引率の機構と構造に一:八､て説明したが､こ

れ仁)に･八､ては試作完成柊作動試験を才子ないその機能を確認しJこ.,

.汁向時のレーりい恒1~･iのけんリl力相生む弟13図に示すが,`
測結果

ほたいたいこれを溝妃し-･ている..道路車両からレーール車両へ切替え

る場斜こ中輪フランジをレ←一′Lに合わせるという動作も擢魔者の慣

｣ルニ.ト,て簡判こ行なえる.tうになることもJ)か),た.･.

こ〟)試作車は汁~~F巾l■1ii製作_11場であるし1l∫巧封1三併笠戸コ:場で臼家

川に車両の運搬,入換作業に使Ⅲさか,お訂せ~仁耐久.試

験諒/テト,ているが｣用一に好調でぁる..舞14図ほニケ〟~)状

況の･例む′J~ミしたむけサムむ姑.仁場の車l･拉銅馴乍業‖

本中l恒)噂人により非櫛工斜1日ヒさ′才しろに1~ミニJ二

5.結

h述のように軌条,道路州IJけんりい巨ほJ)がHでも初

のふしムであり多くの特長をイ~=ノているれ 実川試験や結

盟,機能の椎柴性と･和解)~fj■J~Fj什 r.‡掛作が肺認でき,

午後缶ノノl叶~亡の~行効利川が二考▼えられるのでここに糾介し

た｡

本車両の.肘ノl三i･こふたって刷~凋係符ノノ向かFJいろいろご

指導とご援助を賜った｡ここに.~;亡して深1巨長の甜意を表し

たい_:

なお上述の缶椎機構,構造についてはlけ▲特許や実用

新案をH願中であることを什.記Lておく｡

◎巻 頭

◎水 島

◎カ
ーー

◎伸 び

◎R:ゝ工

◎ビ

第23巷

言…. ′ト
コ ン ビ ナ ーー ト と 水.lり 発

プ ーー ム に 活 躍 す るl.1立.亡よ ′ノく

ゆ く 詔 の ニ
ュ

ー ス

ハ イ ラ イト ㌻冬 の 水 什 弔 を 楽

ル は ′卜 き て い

/速

串
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第14図 車両入換作業に活躍中の両用けん引車

立 第12号

◎熱 伝 導 体 を 利 用 し た ガ

◎明日への道標｢特殊形式400t//h不言炭

◎夢亡 を ほ ぐ く む 半 導

◎ノ､ イ ポ ド

ア

◎凸 版 印 刷 の エ ー ス･ヒ タ

◎新しい照明｢北 海 道 拓 殖 銀

◎口 だ

東京都千代田区丸の内1丁目4番地

振 替 口 座 東 京 71824番

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地

振 替 口 座 東 20018番

体
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